












要約 川崎病の既住が,成人病とくに虚血性心疾患のリスク因子となりうるか否かを明らか

にする研究の一環として,発病後 1年以上を経過した川崎病患児の凝血能を測定した。その

結果,冠動脈拡大性病変のエピソードを有する症例では,断層心エコーあるいは心血管造影

所見が正常化したあとでも,エピネフリン誘発血小板凝集能の亢進,フィブリノペプタイド

A とβ-トロンボグロブリンの増加が観察された。従って,川崎病に罹患した患児には長期

にわたる注意深い追跡が必要である。 


